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　医療的ケア児の保護者が新型コロナウイルス感染症に
感染した場合の子どもの預かり先について
　在宅で人工呼吸器などの医療的ケアを必要とする児童については、保護者が常に寄り添い、ケアを行ないながらの生活

を余儀なくされています。保護者にとっては、子ども本人が新型コロナウイルス感染症に感染しなくても、保護者が感染

すれば、子どもの日常生活を支えることができなくなってしまい、その恐怖は計り知れないものであります。

　人工呼吸器をつけた子どもを持つ保護者の中には、自粛によって外出もままならず、精神的な負担も大きい。そうした中

で「自分が新型コロナウイルス感染症にかかってしまったらどうしよう。」と不安でふさぎ込んでしまった方もいると聞きま

す。また、新型コロナウイルス感染症ではありませんが、ある方は、２週間入院することになったとき、子どもを長期間預け

られるところがなく困り果てている、そのような相談をいただいたこともありました。制度があっても、うまくマッチング

していない状況でした。

　このようなケースもあることから、保護者が新型コロナウイルス感染症に感染した場合の預け先を県で整備するなど、県

民の不安にきめ細かく寄り添った体制を構築する必要があると感じておりました。

　神奈川県では、子どもの預かり先について、万が一、保護者が新型コロナウィルス感染症に感染した場合でも、安心して

療養に専念していただけるような体制が整いました。適切に運営がなされるように引き続き注視してまいります。

6月23日に行われた一般質問について（一部抜粋）

●津久井やまゆり園事件への追悼と鎮魂のモニュメントの整備について

新型コロナウイルス感染症の影響により、津久井やまゆり園事件の追悼式が中止

となりました。こうしたことが事件の風化につながらないよう、今後も、障がい者へ

の差別や偏見を無くす取組を更に進めていくことが必要であると考えます。

　あの凄惨な事件の犠牲者に対し、追悼の念を表すためモニュメントを整備するこ

とが大変大切であることは言うまでもありません。しかしながら、その整備に当たっ

ては、事件に対して様々な思いをお持ちの皆様への配慮、そして、将来に向けてど

のように繋いでいくかということも重要です。

　社会全体で皆が事件を忘れずに語り継ぎ、「ともに生きる社会かながわ」の推進に

向けて、より一層、取組を進めていくことをお誓い申し上げます。

●医療機関のAPI連携について

医療機関でのＩＣＴの活用は、これまでレセプト（診療報酬明細）の電子化や患者カルテの

電子化といった形で進められてきました。しかし、施設ごとにベンダーや仕様が異なること

などから、オンラインでの施設間連携が充分に進んでいないことが大きな課題です。

　これに対して、異なるプログラムの間で橋渡しを行う仕組み、いわゆるＡＰＩ

（Application Programming Interface）を活用することで、異なるシステム間で

データを連携することが可能となります。

　このような連携の仕組みを研究し、病院と診療所の連携や、医師の診療などに、データを

効果的に活用し、効率的に質の高い医療を提供していくことが重要だと考えます。近い将

来、県内の医療機関でのAPI連携を実現して、世界に冠たる医療体制の構築を目指します。
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